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新任医師の紹介 

患者さまの権利 

・ 個人として常にその人格を尊重される権利があります。 

・ 良質な医療を平等に受ける権利があります。   

・ 十分な説明を受ける権利があります。 

・ 自分が受ける医療に参加して自ら決定する権利があります。 

・ 自分が受けている医療について知る権利があります。 

・ 診療上の個人情報やプライバシーが守られる権利があります。 

氏名 

大倉 英司 

診療科 

呼吸器外科 

学生時代に住んでいた池田市
に帰ってこれてうれしいです。 

氏名 

芝 政宏 

診療科 

泌尿器科 

低侵襲治療を心がけていきま
す。よろしくお願い致します。 

氏名 

山戸 昌樹 

診療科 

循環器内科 

気軽に何でもご相談下さい。 

氏名 

小島 啓尚 

診療科 

眼科 

皆様のお役に立てるように頑
張りますのでよろしくお願い
致します。 

氏名 

宗方 幸二 

診療科 

消化器外科 

患者さんと一緒に頑張ってい
きたいと思います。宜しくお
願い致します。 

氏名 

益原 健太 
診療科 

リハビリ 
テーション科 
（整形外科） 

気軽に話かけて頂ければ幸い
です。コツコツとがんばりま
す。 

氏名 

大島 純平 

診療科 

泌尿器科 

国立病院機構大阪医療センター
から転任して参りました。一生
懸命つとめたいと思います。よ
ろしくお願い致します。 

氏名 

増田 与也 

診療科 

消化器内科 

内視鏡治療を中心に頑張りた
いと思います。よろしくお願
いします。 

氏名 

行岡 太志 

診療科 

整形外科 

みなさまのお役に立てるよう
に頑張ります。一年間だけで
すがよろしくお願いします。 

氏名 

森田 奈津子 

診療科 

産婦人科 

まだまだ未熟者ではあります
が、明るく！元気に！をモッ
トーに皆様のお役に立てるよ
う頑張ります。よろしくお願
い致します。 

氏名 

今中 岳洋 

診療科 

泌尿器科 

少しでも皆さんのお役に立て
るように頑張りますのでよろ
しくお願い致します。 

氏名 

井原 稔文 

診療科 

麻酔科 

皆様のお役に立てるよう頑張
ります。 

氏名 

西川 麻以 

診療科 

総合内科 

半年ぶりに戻ってきました。
地域に貢献できる医師を目指
します。よろしくお願いしま
す。 

氏名 

山根 菜央美 

診療科 

歯科・歯科
口腔外科 

広島出身で12年間福岡にいま
した。これからよろしくお願
いします。 

氏名 

満塩 研人 
診療科 

内分泌・ 
代謝内科 

「患者さまファースト」で診
療に当たらせて頂きます。 

氏名 

近藤 由佳理 

診療科 

皮膚科 

みなさんのお役に立てるよう
がんばります。よろしくお願
いします。 



 
病歴・基礎疾患 
血液検査 
呼吸機能 
心電図 

 
胸部CT 
腹部CT・エコー 
PET、骨シンチ 
頭部CTまたはMR 

当院の肺がん治療について 
呼吸器内科主任部長 橋本 重樹 

平成27年（2015年）人口動態統計（厚生労働省HP）より作図 

日本人の3～4人に1人はがんで死亡 がん死亡者のうち、5人に1人が肺がん 

日本人の死亡原因 がん部位別死亡数 

《症状》 
せき、たん 
息切れなど 

《検診》 
人間ドック 

など 

喀痰細胞診 気管支鏡 

胸部X線 
胸部CT 

悪性細胞あり 

異常な腫瘤 
リンパ節腫大 

胸水貯留 
胸水穿刺 
胸腔鏡 

組織型 
確定 

 肺がんの疑い 

病期決定 全身状態の判定 

手 術 

放射線治療 

薬物治療 

単独 
または 

組み合わせ 

腫瘍の遺伝子な
どを調べ、効果
が期待できる薬
剤を選択 

従来の抗がん剤 

免疫チェックポイント阻害薬 

分子標的治療薬 

診断確定後、組織型、
病期・全身状態により
治療方法を決定 

【肺がん診断と治療法決定のながれ】 

【肺がんはがんの中でも予後不良】 

【当院での肺がん診療】 

従来、肺がん診療にはがんの組織型確定が必要でしたが、近年の薬物治療の進歩により、組
織型に加えがんの遺伝子変異などを調べることが必須となってきました。その為には、気管支
鏡や胸腔鏡などにより腫瘍組織を的確に採取する必要があります。当科では最新の画像診断機
器や超音波気管支鏡システムなどを駆使して、確実で正確な組織採取を心がけております。 
また、肺がんは比較的高齢者に多く、大部分の患者さまが糖尿病や心臓疾患などの基礎疾患

を持っておられます。当院では各科と連携することによって基礎疾患を専門的に評価・管理し、
肺がん治療が適切かつ安全に遂行できるよう努めております。 

組織型 
確定 



肺がん治療（手術）について 
呼吸器外科部長 大倉 英司 

 患者さまがかかっている肺がんの状態により、治療法は多少異なります。 
 手術単独の方もいれば、手術と他の治療法（放射線治療、薬物治療）の組み合わせが良い方もお
られます。 
 つまり肺がんに対し手術がベスト（あるいは必要）と考えられる患者さまに手術を行います。 
 
 手術が良い患者さまとは、がんがすべて取り切れると予想できる方（がんが進行しておらず、重
要臓器（心臓、大きな血管など）から離れている方）です。 
 
 手術法、手術器具の改善で昔より、皮膚の傷も小さく、 
痛みも少なく手術できるようになってきました。 

肺がん手術後５年の傷（３ヶ所） 

【手術術式（手術方法）】 
 肺は右３つ・左２つの『葉』と呼ばれる部分から
なっており、一番多く行われているのは肺葉切除と
いって、葉ごとに切り取る方法です。 

肺の解剖（正面図） 

① 

② 

② 

③ 

右 左 

① 

【外科治療（手術）のメリット】 
 ・がんが取り切れ、がんが治る確率が他の治療法より高い。 
 

【外科治療（手術）のデメリット】 
 ・胸の前の痛みが続く。胸に板が入ったような感じが続く。 
 ・生活の質（QOL)の低下。息切れが強くなる。咳が多くなる。 
 ・ごくわずかですが、手術後の経過が悪く、お亡くなりになる方がいらっしゃる。 
 
 いずれの治療法にもメリットとデメリットがあります。その中では比較的、手術はメリットが
多い治療法だと考えます。  

 当科は地域医療の拠点病院として近隣の病院、診療所との連携を進
めております。初診の患者さまは、一度かかりつけ医にご相談下さい。 



災害に対する取り組み 

市民公開講座のご案内 

編集・発行：市立池田病院 広報委員会 

〒563-8510  大阪府池田市城南３丁目１番１８号 
Tel  072-751-2881(代表） Fax 072-754-6374  
URL http://www.hosp.ikeda.osaka.jp  

ご意見箱を院内に設置しておりますので、病院だより
等のご意見ご感想などお寄せくださることをお待ちし
ております。 

お問合わせ  

 当院では、年に1回大規模災害訓練と年に2回春と
秋に消防訓練を実施しています。 
 大規模災害訓練では、災害発生時に迅速かつ適切
な医療活動が出来るよう訓練しています。 
 消防訓練では、火災発生を想定し、火災の発見か
ら通報、消火、避難まで一連の訓練を行っています。 

開催日 テーマ 会場 

5/31（水） 
 消化器内科  澤井 良之 副部長  13：30～  

東館2階    
講堂 「非アルコール性脂肪肝炎（NASH）について」 

6/22（木） 
 内分泌・代謝内科  平田 歩 副部長  13：30～  

東館2階    
講堂 「コレステロール/中性脂肪の重要性」 

7/12（水） 
 放射線科  藤田 典彦 主任部長  13：30～  

東館2階    
講堂 「ＣＴ・ＭＲＩ検査のおはなし」 

 『これだけは知っておこう！！ 病気・治療のまめ知識』と題し、月に1回市民公開講座
を開催しています。40分程の講座で無料となりますので、お気軽にご参加下さい。 

消火栓を使った放水訓練 

水消火器を使った消火訓練 

大規模災害訓練の様子 


